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Teratogenic effects of bis-diamine on early







bis-diamine ノ ラット シンゾウ ハッセイ ニ オ
ヨボス エイキョウ ： ゼンハイ バイヨウカ デノ 












































































心外脱の一部欠損が認められた。神経堤細胞の指標であるneural cell adhesion molecule（N－
CAM）陽性細胞は、胎生11．0日、11．25日では3群とも第3、4動脈弓周辺に分布が認められなかっ
た。投与群では、対照群に比して11．5日に同部位の陽性細胞数は少なかったが、12．5日で多く認め
られた。以上より、bis－diamineは、神経疑細胞の心臓への移動の時期を遅延させること、及び心
外臓の原塞どなる細胞の増殖を阻害することによって心奇形を生じさせると結論づけられた。
本研究は、心奇形の発生枚序について重要な知見を与えたものであり、博士（医学）の学位論文
として価値のあるものと認められた。
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